
























て認識され， “school dropouts” を主題とする研究が 2,000 件以上蓄積されている

























実証的研究（第 4 章～第 11 章） 
本研究の特徴は，2 つの予備的調査の後，3 年間にわたる縦断的調査を実施し，そのデ
ータを使用した 16 の分析によって構成していることである。第 4 章では，本調査に先立































































われる 4 つの要因（学業成績，いじめ，自己効力感，自尊感情）が見出された。さらに， 
(1)ドロップアウトにはさまざまな要因が複合して関連していること，(2)学校外での反社
会的行動がドロップアウトと関連していること，(3)学力の保障やセルフコントロールとい
った早期の課題がドロップアウトの予防の鍵となる可能性があること，(4)援助的な大人と
の関係が高校生の適応に関連があること，(5)ドロップアウトのタイプが異なれば関連する
要因も異なることが示唆された。最後に，本研究の限界を述べ，今後の課題とした。 
